シーズンごとの流行色は、約2年前に国際流行色委員会で決められています。そして日本における流行色は、シーズンの1年半前に日本流行色協会が実際の市場動向などを元に予想しています。流行色が意図的に決められているというのは意外かもしれませんが、ファッション誌を眺めていると、確かに似た系統の色合いが目立ちます。
お洒落は難しいという人も、流行色を取り入れたコーディネートを考えてみれば、何かヒントになるかもしれません。
[bookmark: _GoBack]また、過去の流行色を見るとかつての世相が見えてくるのも面白いです。例えば、昨年2015年度の流行色は「マルサラ」でした。聞き慣れない色名ですが、赤みがかった茶色です。日本では小豆色とも呼ばれます。上品で温かみがある色としても話題を呼びました。2015年は、キューバの国交回復やミャンマーで総選挙が行われるなど歴史的な出来事がたくさんありました。反面、パリでの大規模テロなど悲しい出来事もありました。
皆さんにとっての「色」はどんなことを思い出されるでしょうか？

